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農業生産者NPO「田舎のヒロインわくわくネットワーク」との交流会

農業生産者NPO「田舎のヒロインわくわくネットワー

ク」（わくわくネットワーク）と農業環境技術研究所と

の交流会が平成21年12月3日、4日両日に農環研で

開催されました。わくわくネットワークからは全国各地

から18名が、農環研からは20名が参加しました。

1日目（3日）はあいにくの天候でしたが、野外にあ

るミニ農村、環境化学物質分析施設、インベントリー

展示館の研究施設見学がありました。また、楠本良延

主任研究員による「農業活動が支える里地里山の生物

多様性」、金田哲研究員による「農地のミミズとその役

割」に関するミニ講演がありました。

2日目（4日）は場所を5階中会議室に移し、交流会（意

見交換会）を開催しました。わくわくネットワークからは、

「土壌中に蓄積する難溶性リン酸アルミニウムを可溶化

して、植物の生長を促進するバクテリアについて解析す

る」、「アンガス牛の特性を生かした環境による、牛の

飼い方と牛肉生産と販買を考察する」、「イタヤカエデ

の樹液と里山の環境を考える」など、常日頃の生産現

場でめばえた話題が提供されました。当研究所からは

「農産物としてのバイオエタノール」、「他感作用（アレ

ロパシー）のしくみと農業への利用」、「温暖化でお米

はどうなる」などの研究情報を提供しました。その内容

の一つ一つが参加者にとってとても身近な内容だった

こともあり、活発な質疑応答がありました。今回で3回

目となったこの交流会は、一般市民団体などを対象と

した双方向コミュニケーション活動として、今後とも推

進しようと考えます。

（連携推進室長　鳥谷 均）

報　告

NIAESトピックス

農環研サイエンスカフェ「容疑者Nの変身」

11月14日（土曜日）、つくばエキスポセンター内の「レ

ストラン滝」で、農環研サイエンスカフェ「容疑者N

の変身」を開催しました。サイエンスカフェとは、専

門家と一般の方々が、コーヒーやお茶を飲みながら、

科学について気軽に語り合おうというものです。今回の

サイエンスカフェは、文部科学省の「女性研究者支援

モデル育成」事業の一環として、中学・高校生を含む

25名の方にご参加いただきました。

まず、物質循環研究領域の新藤純子上席研究員から、

食料生産や消費にともなって国内に流入する窒素、作

物・土壌・家畜・人の間を循環する窒素、環境中に流

出する窒素などの流れを図示し、その流れの大きさが

人間活動の変化にともなってどう変わってきたか、日本

と中国を取り上げて紹介しました。さらに、今後、食

料を増産すると環境にどのような影響を与えるか、また

その影響を緩和する方法などについても考えました。

参加者からは、環境を心配する質問が多く出され、農

業と環境のかかわりについて考える場となりました。

（広報情報室　広報グループ）
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ミニ農村（収穫後の谷津田）を見学
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